
第7巻　第9号

☆講 演☆

◇教授　永井芳男　助手　田辺正士「アントラセン分子

における塩素原子導入の効果」日本学術振興会第116タP

ル製晶高度利用委員会研究業績発表講演会（1955．6．16）

◇教授永井芳男助手後藤信行「無水ナフタノレ酸の

クロル誘導体tcついて」同上

◇助教授　浅原照三「ベンジル・アルキルケトンの合成」

日本油脂化学協会第4回関西講演会（1955・7・22）

　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇助教授　浅原照三　特研生　後藤健一「ゼラチン滴法

による薄膜防錆油の発錆試験」金層表面技術，6，138

　　　　　　　☆海外事情屡

　富永五郎助教授（第1部）は去る4月6日からインド

のこt・”一デリーで開かれたアジア諸国会議に出席し，あ

わせてインド各地の研究所を視祭する目的で3月30日に

羽田を出発した．帰路中国に立寄り各地の諸施設を見学

して5月29日帰国した．インド・申国にて見学した関係

諸研究所・大学・施設は次の如くである．インド：Indian

Statistical　Institute，　Bose　Institute，　Institute　of　Nu－

clear　Physics，　Faculty　of　Physics　of　Calcutta　Universi－

ty，　National　Physical　Laboratory，　Pusa　Institute，　Pat－

el　Chest　Institute等中国：中山大学（広州）華中工学

院，武漢犬学，国綿一廠，漢水鉄橋および同公路橋，汽

車修理工場一（以上武漢），北京大学，応用物理研究所（以

上北京）国営第一一機械廠（藩陽）鞍山製鉄所，撫順炭鉱

および同石油工廠等．

（1955．7）

☆海外出張☆
☆輪　講　会☆

　去る1月31日から第3部で開始されたBodeの著書
‘‘ metwork　analysis　and　feedback　amplifier　design”

の輪講は多大の成果を収めながらその主要部分を読了

し，7月25日にi第22回をもって終了した・次の輪講

は9月に開始する予定で，　textは未定であるが，なる

べく多数の人に役に立ち，しかも相当レベルの高いもの

を選定すべく，目下調査中である．

　藤森栄二技官（第4部）は，去る9月1日空路渡米し

た．ミネアポリス市，ミネソタ大学に研究員として招へ

いされ，有機・蛍光および感光物質の研究（特に最新の

Flash　photolytic－－Flash　Spectrographic　Techniques

による）をさらに進めるため，約1年間にわたり研究を

行う予定である．
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1◇金森研究室
1　金森九郎　　　　　　　教授　工博　専攻

1稼沢信顧　轍
1　◇坪井善勝　教授　工博　専攻
1　◇若林　実　助手　　　　専攻

1◇耕光四郎嚇授専攻
1　◇浅野六郎　技官　　　　専攻

1　◇藤高周平　教授　工博　専攻
e

筆　　者

鉄鋼製錬工学

同上

建築構造学

同上

材料力学

同上

電力工学・高電圧工学

紹　　介

◇細川宏一一大学院学生

◇荘司　敦　雇員

◇三木五三郎　助教授

◇今村芳徳　雇員

◇玉木章夫　教授　工博

◇柳下小太郎　研究生

◇谷　安正　教授　工博

◇野村民也　助教授
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